
菅波茂

1
1
‐
　
２
０
１
３
年
９
月
2
1
日
。
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
世

｛
一
岡
山
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
界
的
最
先
端
の
事
例
と
し
て

一
に
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
－
Ｖ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
評
価
さ
れ
た
。

？
『
公
益
社
団
法
人
被
害
者
サ
　
次
に
片
岡
聡
一
総
社
串
長

』
ポ
ー
ー
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
が
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上

『
ま
』
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
に
基
礎
自
治
体
が
積
極
的
に

』
開
催
さ
れ
た
。
性
犯
罪
被
害
突
破
口
を
開
き
、
条
例
化
を

盲
の
救
済
と
支
援
。
積
極
的
し
て
い
く
事
例
と
必
要
性
を

一
に
言
え
ば
、
女
性
の
社
会
的
述
べ
た
。
公
益
性
と
公
共
性

…
鐙
位
の
向
上
で
あ
る
。
国
連
作
は
軋
な
る
。
公
益
性
と
は
有

石
口
基
金
東
京
事
務
所
是
の
れ
ば
み
ん
な
の
役
に
立
つ
・

』
佐
崎
厚
子
氏
Ｇ
基
調
講
演
で
公
共
性
と
は
無
け
れ
ば
み
ん

一
「
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
な
が
困
る
。
性
犯
罪
防
止
と
・

一
暴
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
被
害
者
の
支
援
は
公
共
中
の

1
1
1
の
か
」
が
世
界
的
な
視
野
か
公
共
で
あ
る
。
だ
か
ら
自
治

一

ら
提
示
さ
れ
た
。
結
論
は
「
女
体
の
最
優
先
課
題
と
な
る
ベ

ー
性
に
も
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
」
　
き
で
あ
る
。
片
岡
市
長
の
発

』
で
あ
る
。
男
性
イ
ニ
シ
ア
チ
想
が
常
に
公
共
性
に
あ
る
こ

フ
か
ら
女
性
に
と
ら
て
様
々
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

一
な
不
利
益
が
発
生
し
て
い
　
続
き
岡
山
市
安
全
・
安
心

…
る
。
性
犯
罪
被
害
も
そ
の
Ｉ
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
の
安

』
環
で
あ
る
。
岡
府
県
で
基
礎
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担

ご
居
体
が
性
犯
罪
被
害
防
止
当
局
長
・
’
箕
浦
勝
宏
氏
か
ら

一
言
被
害
者
支
援
を
条
例
と
し
条
例
に
基
づ
い
た
岡
山
市
の

ＡＭＤＡ－ＶＩＳＣＯ合同シンポジウム

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

被
害
者
支
援
に
関
す
る
市
役

所
の
全
関
連
部
門
の
取
り
組

み
の
一
体
化
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
継
続
性
が
み
ら
れ
る
。

行
政
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
そ

し
て
Ｖ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
業
務
執
行
理

事
の
森
陽
子
氏
の
現
在
ま
で

の
取
り
組
み
と
将
来
へ
の

課
題
が
紹
介
さ
れ
た
。
高

原
勝
哉
代
表
理
事
と
共
に

1
0
年
に
わ
た
る
苦
節
の
歴

史
で
あ
る
。
最
後
に
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け

シンポジウムに臨んだ左から筆者、佐崎所長、

森執行理事、片岡総社市長、箕浦局長

る
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上

に
つ
な
が
る
小
規
模
融
資
の

事
例
を
紹
介
し
た
。
意
欲
十

能
力
十
機
会
＝
自
己
実
現
。

　
「
人
生
喜
び
の
方
程
式
」
で

あ
る
。

　
性
犯
罪
被
害
者
の
苦
痛
は

病
院
、
警
察
そ
し
て
司
法
の

場
と
３
回
も
非
情
な
状
況
を

述
べ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
つ
ら
い
。
佐
崎

国
運
人
口
基
金
東
京
事
務
所

長
か
ら
一
回
で
終
了
さ
す
二

カ
ラ
グ
ア
方
式
が
紹
介
さ
れ

た
。
前
岡
山
県
産
婦
人
科
医
価
値
が
十
分
あ
り
ま
す
。
た

会
会
長
・
山
崎
善
久
氏
、
弁
だ
し
日
本
の
外
務
省
の
協
力

護
士
会
・
吉
沢
徹
氏
、
そ
し
が
不
可
欠
で
す
」
と
。
天
は

て
岡
山
県
生
活
民
生
部
く
ら
我
を
見
捨
て
ず
。
翌
日
2
2
日

し
安
全
安
心
課
長
・
折
居
実
に
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ー
Ｔ
ホ
ー

氏
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
も
っ
と

の
二
カ
ラ
グ
ア
方
式
の
岡
山
知
ろ
う
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ト
ー
ク
＆

県
に
お
け
る
確
立
を
お
願
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

し
た
。
同
時
に
責
重
な
コ
メ
ト
」
で
衆
議
院
議
員
・
逢
沢

ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
衆
議
　
一
郎
氏
と
岡
山
大
学
副
学
長

院
議
員
・
山
下
た
か
し
氏
へ
　
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任

は
岡
山
方
式
の
普
及
を
日
本
者
の
阿
部
史
氏
と
３
人
で
の

国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
の
時
間
を
共

へ
の
発
信
を
お
願
い
し
た
。
有
す
る
機
会
に
憲
ま
れ
た
。

山
下
氏
か
ら
は
更
な
る
積
極
逢
沢
一
郎
氏
に
外
務
省
の
協

的
な
提
案
が
あ
っ
た
。
「
２
力
要
請
を
お
願
い
し
た
。
「
わ

Ｏ
Ｌ
４
年
開
催
の
ユ
ネ
ス
コ
　
か
り
ま
し
た
。
や
り
ま
し
ょ

Ｅ
Ｓ
Ｄ
会
議
を
積
極
的
に
活
う
」
と
力
強
い
返
答
。
阿
部

用
し
、
発
信
の
場
に
す
る
べ
　
副
学
長
氏
に
も
お
願
い
し

き
だ
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
た
。
前
向
き
の
感
触
を
得
た
。

兌
「
弱
者
が
存
亡
の
危
機
に
積
極
的
に
女
性
の
社
会
的
地

顔
し
た
時
に
動
く
」
岡
山
の
位
向
上
に
関
し
て
発
言
を
続

精
神
風
土
は
世
界
の
公
共
財
け
て
い
る
衆
議
院
議
員
・
阿

産
で
あ
る
。
性
犯
罪
被
害
者
部
俊
子
氏
も
い
る
。
Ｖ
Ｓ
Ｃ

防
止
・
支
援
体
制
の
条
例
化
〇
1
0
年
の
活
動
。
岡
山
の
精

は
そ
の
具
象
で
あ
る
。
佐
崎
神
風
土
は
世
界
の
公
共
財

国
運
人
口
基
金
東
京
事
務
所
産
。
国
運
を
通
し
て
国
際
社

長
は
示
唆
さ
れ
た
。
「
国
連
会
に
発
信
す
る
時
が
来
た
。

の
各
種
委
員
会
で
発
表
す
る
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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